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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

	
 生物が細胞分裂する際、次の世代に遺伝情報を伝えるために、様々な DNA ポリメラーゼが協力して染色体 DNA を複

製している。本研究では、DNA 損傷乗り越え合成に働く DNA ポリメラーゼに着目し、DNA 複製の新たな仕組みを明らか

にする事を目的としている。昨年度の研究計画では、まず研究の遂行に必要な野生型および変異型 DNA ポリメラーゼ

Pol	
 III の精製を行い、精製度の高い標品を得た。またこれらの精製した Pol	
 III と他の複製関連タンパク質因子を

用いて、試験管内で複製フォークの再構成を行った。また、この系に更に損傷乗り越え型 DNA ポリメラーゼである Pol	
 

IV を加え、ポリメラーゼスイッチ反応の解析を行った。本年度はさらにこの解析を継続し、複製フォークにおける損

傷乗り越え型 DNA ポリメラーゼの働きについて詳細に調べた。その結果、損傷等で Pol	
 III が停止していなくても、

Pol	
 IV の濃度依存的に複製フォークにおけるポリメラーゼスイッチが起こる事が観察された。また、校正機能欠損型

Pol	
 III でも同様のポリメラーゼスイッチが検出され、またその際の Pol	
 IV の濃度は野生型とほとんど同じであるこ

とが明らかとなった。これらの結果から、Pol	
 IV は損傷の有無にかかわらず複製フォークで Pol	
 III と入れ替わるこ

とが可能であり、また Pol	
 IV によるポリメラーゼスイッチは、Pol	
 III のミスインサーション等による校正機能の働

きとは無関係に、主にはその濃度依存的に引き起こされると考えられる。こうした結果から、実際に生体内でも損傷

乗り越え型 DNA ポリメラーゼが損傷非依存的に DNA 複製に関わっている可能性が示唆される。損傷乗り越え型 DNA ポ

リメラーゼの低い複製忠実度が、突然変異等の遺伝的不安定性の要因の一つになっている可能性も考えられ、大変興

味深い結果であると考えられる。	
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